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奈
良
が
い
に
し
え
の
都
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
高

校
時
代
に
数
十
年
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
古
典
の
授
業
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
「
清
水
」
の
舞

台
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

猿
沢
の
池
に
面
し
、
創
業
百
年
の

大
正
ロ
マ
ン
漂
う
佇
ま
い
は
、
懇
親

会
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
奈
良
ホ
テ
ル
で

す
。
上
品
な
癖
の
な
い
フ
レ
ン
チ
は
、

ど
な
た
の
御
口
に
も
合
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

『
毎
年
こ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
』
と
現
役
学
生
や
卒
業
生
の
保
護

者
の
方
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
皆
様
の
お
か
げ
で
実
り
多
い

秋
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

十
月
十
八
日
㈪
、
平
城
遷
都

千
三
百
年
祭
の
行
わ
れ
て
い
る
奈
良

を
目
指
し
、
約
百
三
十
名
を
乗
せ
た

バ
ス
三
台
は
、
新
大
阪
を
出
発
し
ま

し
た
。
予
定
通
り
十
時
に
最
初
の
目

的
地
で
あ
る
、
平
城
宮
跡
に
到
着
し

ま
し
た
。
毎
年
懸
念
さ
れ
る
天
候
で

す
が
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
行
楽
日
和
で
、

朱
雀
門
の
前
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
記
念

写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

正
面
玄
関
・
朱
雀
門
か
ら
約
八
百

メ
ー
ト
ル
歩
き
、
都
の
中
で
も
最
も

重
要
な
建
物
で
あ
っ
た
第
一
次
大
極

殿
へ
。
文
化
庁
に
よ
り
約
九
年
か
け

て
復
原
さ
れ
、
千
三
百
年
祭
の
開
催

に
合
わ
せ
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
天
皇
が
座
っ
た
王
座
「
高
御
座

の
実
物
大
模
型
」
は
、
想
像
以
上
に

大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
上
村

松
園
の
孫
で
あ
り
、
現
代
花
鳥
画
家

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
す
る
上
村

淳
之
の
手
が
け
た
四
神
と
十
二
支
は
、

と
て
も
鮮
や
か
な
壁
画
で
し
た
。
途

中
、
交
流
広
場
の
ま
ほ
ろ
ば
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
か
わ
い
い
〝
せ
ん
と
く
ん
”

の
ダ
ン
ス
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昼
食
会
場
の
神
仙
境
へ
。

お
弁
当
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、ス
ム
ー

ズ
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

お
土
産
を
選
ん
だ
り
、
鹿
煎
餅
を
あ

げ
て
鹿
と
戯
れ
た
り
と
ゆ
っ
く
り
で

き
ま
し
た
。

午
後
は
、
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
に

て
狂
言
鑑
賞
。
国
際
教
養
学
部
長　

永
吉
先
生
の
講
話
で
は
、『
伊
勢
物
語
』

や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
を
例
に
、
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会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

二
〇
一
〇
年
度
教
育
後
援
会
の
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

大
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
活
動
に
対
し

ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
会
の
目
的
の
一
つ
は
、
新
会
員

を
歓
迎
す
る
「
桜
の
縁
」
や
教
養
と

懇
親
を
深
め
る
た
め
の
「
見
学
懇
親

会
」、
厳
し
い
就
職
戦
線
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
「
保
護
者
の
た
め
の

就
職
講
演
会
」
等
様
々
な
行
事
を
通

じ
て
会
員
の
皆
様
が
相
互
に
親
睦
を

深
め
、
追
手
門
学
院
大
学
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

目
的
の
二
つ
は
、
将
来
に
大
き
な

夢
を
抱
く
学
生
の
大
学
生
活
を
側
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
本
学
の
建
学
の

精
神
「
独
立
自
彊
・
社
会
有
為
」
の

教
え
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
学
生
関
係
援

助
費
や
特
別
奨
学
金
助
成
等
の
支
援

制
度
を
設
け
、
学
生
の
勉
学
や
ク
ラ

ブ
活
動
を
援
助
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
本
会
の
目
的
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
様
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

大野　茂

　

見
学
並
び
に

　
　
　
　

懇
親
会
印
象
記

事
業
委
員
長　

岡
本
洋
子　



2010年度

教
育
後
援
会

総

会

開

催

教
育
後
援
会

総

会

開

催

二
〇
〇
九
年
度
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　

及
び
会
計
監
査
報
告

二
〇
一
〇
年
度
収
支
予
算
案

二
〇
〇
九
年
度
事
業
報
告

二
〇
一
〇
年
度
事
業
計
画
案

二
〇
一
〇
年
度
役
員
案
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一
部
を
寄
附
し
ま
し
た
。

二
、
学
生
へ
の
助
成

⑴
学
生
活
動
へ
の
一
部
補
助

⑵
学
生
奨
学
金
へ
の
全
額
援
助

　

・�

経
済
的
困
窮
者（
経
済
困
難
支
援
）

給
付
奨
学
金
へ
の
全
額
援
助

　

・�

修
学
援
助
給
付
奨
学
金
へ
の
全

額
援
助

⑶
短
期
貸
付
金
制
度
へ
の
全
額
援
助

⑷��
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
一
部
補
助

⑸�
就
職
模
擬
試
験
の
受
験
料
の
一
部

補
助

⑹
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
の
主
催

⑺�
冊
子「
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
配
付

⑻�

入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
に
対

す
る
全
額
援
助

三
、�

家
庭
と
大
学
と
の
連
絡
を
図
る

事
業

⑴
『
教
育
後
援
会
会
報
』
の
発
行

⑵�

『
保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ガ
イ
ド
』
の
発
行

⑶�

見
学
並
び
に
懇
親
会
の
開
催

　

二
〇
一
〇
年
度
教
育
後
援
会
総
会

が
六
月
五
日
㈯
学
生
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
出
席

者
六
九
名
、
委
任
状
九
五
〇
名
、
合

計
一
〇
一
九
名
を
も
っ
て
開
催
し
ま

し
た
。（
教
育
後
援
会
規
約
第
六
章

第
十
一
条
「
総
会
の
決
議
は
、
出
席

者
（
委
任
状
出
席
も
含
む
。）
の
過

半
数
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。」
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
議
案
に

つ
い
て
は
、
出
席
者
の
拍
手
で
も
っ

て
承
認
と
な
り
ま
し
た
。）

　

議
事
に
先
立
ち
、
二
〇
〇
九
年
度

の
実
行
委
員
並
び
に
大
学
の
部
局

長
・
幹
事
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
黒

田
会
長
の
挨
拶
、
落
合
学
長
の
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第

に
従
い
議
事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
大
学
へ
の
助
成

⑴
本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

　

�

教
育
後
援
会
事
務
担
当
の
派
遣
職
員

に
係
る
経
費
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

⑵
新
一
号
館
竣
工
に
伴
う
記
念
事
業
費

　

�

カ
リ
ヨ
ン
一
二
ベ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
「
な
ご
み
の
鐘
」
購
入
費
用
の

　

続
い
て
二
〇
一
〇
年
度
新
役
員
案

が
拍
手
で
も
っ
て
全
員
承
認
さ
れ

（
新
役
員
・
委
員
の
方
々
は
左
記
に

掲
載
）、
代
表
し
て
大
野
新
会
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
会
長
に
よ
る
議
事
進
行
の
も
と
、

以
下
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
事
業
の
見
直
し
を
図
る

と
と
も
に
、記
念
事
業
活
動
と
し
て
、

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
に

伴
う
追
手
門
学
院
奉
拝
船
は
今
年
度

が
最
終
回
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

「
上
海
万
博
」
に
大
学
が
参
加
す
る

こ
と
へ
の
協
力
を
加
え
た
計
画
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

次
に
、
二
〇
〇
九
年
度
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
た
実
行
委
員
十
一
名
の
方

に
、
学
長
か
ら
感
謝
状
、
記
念
品
、

及
び
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
一
日
㈬
、

徳
島
県
鳴
門
市
「
大
塚
国
際
美
術

館
」の
見
学
並
び
に「
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
神
戸
」
に
お
け
る
懇
親
会

⑷�

教
育
懇
談
会
（
大
学
・
岡
山
）
及

び
修
学
相
談
会
の
開
催
に
対
す
る

全
額
援
助

⑸�

総
会
・
新
会
員
歓
迎
会
・
各
種
委

員
会
の
開
催

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
維
持

⑺�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
の

開
催

⑻�

特
別
公
開
講
座「
お
う
て
も
ん
塾
」

の
開
催

⑼
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
開
催

⑽�

新
入
生
保
護
者
歓
迎
お
茶
席
「
桜

の
縁
」
開
催

四
、
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
活
動

⑴�

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業

に
伴
う
奉
拝
船
へ
の
協
力

2010年度教育後援会　役員・委員
役員・委員長（実行委員）

職　名 氏　　名 学年 学科
会　長 大野　　　茂 4 経済

副会長

黒瀬　　有里 4 マーケティング
荒木　眞貴子 3 経営
西脇　　和美 3 経営
山口　　陽子 3 アジア

会　計
松本　　義明 3 英語
寺西　貴美子 2 経済
川口　　和則 2 経営

会計監査
奥　　　朋子 3 英語
宮脇　　裕子 2 マーケティング
喜多　　文代 2 英語

学部委員長

荒石　美佐子 4 英語
塚本　　悟子 2 経済
岩嵜　　由貴 2 マーケティング
戸田　　睦美 2 心理

事業委員長

三浦　　佳代 3 心理
原田　　邦子 2 ヒューマン
和田　　豊子 2 経営
岡本　　洋子 2 マーケティング
中井　　陽子 2 心理
辻本　　孝恵 2 社会
眞鍋　　陽子 2 英語

幹　

事

庶務課長 澤山　　裕治
財務課長 小板　　　淳
教務課長 坂口　伊知郎
学生課長 平川　　正人

キャリア開発課長 立石　　正彦

職　名 氏　　名 学年 学科

学部委員

柿木　　博任 4 マーケティング
濱田　　絹代 4 社会
平田　　恵子 3 ヒューマン
冨上　　朋子 3 マーケティング
丹羽　　美香 3 社会
上林　より子 3 英語
多田　　陽子 2 ヒューマン
堀田　　早苗 2 経営
小林　　雅美 2 社会
金田　　年雄 2 アジア
岩下　　洋子 1 経済
片岡　能婦子 1 マーケティング
松塚　　博美 1 心理
伊藤　　栄次 1 社会
大原　　慶子 1 アジア
田中　　直美 1 アジア
川本　　桃子 1 英語

職　名 氏　　名 学年 学科

事業委員

太田　　周義 4 マーケティング
和田　ひとみ 3 経済
平田　　和子 3 マーケティング
中村　　徳子 3 アジア
三田　美貴子 3 アジア
本田　　敦子 2 アジア
笹川　　巧子 1 経済
藤木　みゆき 1 ヒューマン
田中　　千鶴 1 経営
津田　　美之 1 経営
大空　裕美子 1 心理
井上　　京子 1 社会
宗石　　志乃 1 社会
花立　　真理 1 アジア
渡邉　　康二 1 アジア
岸本　　明子 1 英語
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二
〇
〇
九
年
度
収
支
計
算
書
（
2009
・
４
・
１
～

2010
・
３
・
31
）

（単位：円）

科　　　　　　目 09年度予算額 09年度決算額 差　　異

収 

入 

の 

部

会 　 　 　 　 　 費 16,130,000 16,130,000 0
会 員 研 修 参 加 費 1,494,000 834,000 660,000
受 取 利 息 配 当 金 70,000 40,687 29,313
雑 　 　 収 　 　 入 0 91,467 △ 91,467
積 立 基 金 取 崩 35,000,000 35,000,000 0
当 年 度 収 入 合 計 52,694,000 52,096,154 597,846
前 年 度 繰 越 金 69,254,057 69,254,057 0
収 入 の 部  合  計 121,948,057 121,350,211 597,846

支　

出　

の　

部

会 　 　 議 　 　 費 920,000 310,555 609,445
会 員 研 修 費 3,100,000 2,300,637 799,363
大 学 施 設 関 係 整 備 費 1,000,000 1,000,000 0
教 育 懇 談 会 援 助 費 2,000,000 1,325,426 674,574
学 生 奨 学 金 助 成 費 11,500,000 12,000,000 △ 500,000
学 生 関 係 援 助 費 5,000,000 3,578,457 1,421,543
120 周 年 記 念 事 業 協 力 費 200,000 200,000 0
会 報 作 成 費 850,000 818,893 31,107
キ ャ ン パ ス ガ イ ド 作 成 費 1,250,000 1,224,300 25,700
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 12,401,050 598,950
入 学・ 卒 業 記 念 品 代 8,080,000 7,677,000 403,000
慶     弔     費 600,000 579,800 20,200
通     信     費 2,800,000 2,305,259 494,741
事     務     費 1,200,000 1,238,313 △ 38,313
広 報 費 700,000 577,605 122,395
雑          費 250,000 203,258 46,742
事 務 処 理 負 担 金 3,500,000 3,500,000 0
予     備     費 3,050,000 0 3,050,000
当 年 度 支 出 合 計 59,000,000 51,240,553 7,759,447
次 年 度 繰 越 金 62,948,057 70,109,658 △ 7,161,601
支 出 の 部  合  計 121,948,057 121,350,211 597,846

二
〇
一
〇
年
度
収
支
予
算
書
（
2010
・
４
・
１
～

2011
・
３
・
31
）

( 単位：円 )

科　　　　　　目 10年度予算額 09年度予算額 差　　異

収 
入 
の 
部

会          費 32,120,000 16,130,000 15,990,000

会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 1,494,000 △ 294,000

受 取 利 息 配 当 金 70,000 70,000 0

雑 収 入 0 0 0

積 立 基 金 取 崩 0 35,000,000 △ 35,000,000

当 年 度 収 入 合 計 33,390,000 52,694,000 △ 19,304,000

前 年 度 繰 越 金 70,109,658 69,254,057 855,601

収 入 の 部 合 計 103,499,658 121,948,057 △ 18,448,399

支　

出　

の　

部

会     議     費 920,000 920,000 0

会 員 研 修 費 3,100,000 3,100,000 0

大 学 施 設 関 係 整 備 費 0 1,000,000 △ 1,000,000

教 育 懇 談 会 援 助 費 2,000,000 2,000,000 0

学 生 奨 学 助 成 費 11,500,000 11,500,000 0

学 生 関 係 援 助 費 5,000,000 5,000,000 0

記 念 事 業 協 力 費 400,000 200,000 200,000

会 報 作 成 費 850,000 850,000 0

キ ャ ン パ ス ガ イ ド 作 成 費 1,250,000 1,250,000 0

卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 13,000,000 0

記 念 品 費 8,080,000 8,080,000 0

慶     弔     費 600,000 600,000 0

通     信     費 2,800,000 2,800,000 0

事     務     費 1,200,000 1,200,000 0

広 報 費 700,000 700,000 0

雑          費 250,000 250,000 0

事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0

予     備     費 3,050,000 3,050,000 0

当 年 度 支 出 合 計 58,200,000 59,000,000 △ 800,000

次 年 度 繰 越 金 45,299,658 62,948,057 △ 17,648,399

支 出 の 部 合 計 103,499,658 121,948,057 △ 18,448,399
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第44回  将軍山祭  実行委員長談
経済学部　ヒューマンエコノミー学科　４年　大岡 幸平

先日開催されました第 44 回将軍山祭は、10 月 30
日から 11 月 1 日にかけて開催され、台風の影響もあ
りましたが無事終了することができました。第 44 回
将軍山祭の運営にあたり、御支援、御協力下さいま
した関係者の皆様に、委員会を代表致しまして厚く
御礼申し上げます。
今年は「Peace × Piece」というテーマのもと、活
動をしてきました。このテーマには第 44 回の将軍山
祭が大きなトラブルなく無事平穏に終わります様に、
そして将軍山祭に関わる全ての人が持つそれぞれ違
う個性が一つとなる事で「将軍山祭」という大きな
パズルを完成させるという願いが込められていまし
た。本番一日目は、台風の影響で屋外イベント、模
擬店が中止となりましたが、お笑いライブは無事開
催され、大盛況のうちに終了しました。二日目は、大
雨が降り、屋外イベントは中止となりましたが模擬
店はなんとか最後まで運営でき、将軍山祭二大イベ
ントでもあるゲストコンサートと打ち上げ花火も盛
大に行われました。三日目も雨天となりましたが、屋
外イベント、屋内イベント、模擬店ともに無事終了し、
第 44 回将軍山祭は幕を閉じました。この三日間を通
じて、平穏だったとは言えませんが、将軍山祭を成
功させるという想いを持つ人々の「Piece」はつながり、
一つのパズルを完成させる事ができたと思います。
今後とも、御支援、御協力の程、よろしくお願い
致します。



ホームカミング・デー交歓会ホームカミング・デー交歓会 お か え り や す 追 大 へ

二
〇
一
〇
年
度

二
〇
一
〇
年
度

ホ
ー
ム

  

カ
ミ
ン
グ・
デ
ー

ホ
ー
ム

  

カ
ミ
ン
グ・デ
ー
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毎年恒例のBHP（Beautiful Holiday Plan）が、今
年も10月30日から11月1日にかけて行われました。
BHPとは、茨木周辺の施設の方々を将軍山祭に招待
し、楽しんで頂くための企画です。
BHPというイベントは、将軍山祭のスタッフだけ
でなく、一般学生のボランティアの方々の協力も必
要です。今年も多くの一般学生の方々に協力して頂
きました。施設の方々には毎年とても楽しみにして
頂いているということで、昨年より更に素敵なおも
てなしをさせて頂きたいと思い、私たちは一年間頑
張ってきました。今年は台風の影響もあり、本番も
危ぶまれましたが、無事本番を迎えることができ招
待者の方々とボランティアの方々が楽しそうに話を
しているのを見て、今まで頑張ってきて本当に良
かったと思える三日間となりました。BHPを無事終
えることができたのもたくさんの方々の応援と援助
があったからだと心から感謝しています。
最後になりましたが、この一年間 BHP 担当をあ
たたかく見守り、支えてくださった多くの皆様、誠
にありがとうございました。来年、再来年と変わら
ぬご理解、ご支援の程、よろしくお願いいたします。

ビューティフルホリデープランを
振り返って

今
回
で
二
十
回
目
と
な
る
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
交
歓
会
が
、
大
学

祭
期
間
中
の
、
十
月
三
十
一
日
㈰
に

食
堂
棟
一
階
で
開
催
さ
れ
、
卒
業
生

が
、
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た

校
友
を
お
祝
い
す
る
試
み
が
始
ま

り
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
模
様
に
な
り
ま
し
た

が
、
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
教
職
員

と
、
ま
た
卒
業
生
同
士
で
、
和
や
か

に
旧
交
を
温
め
合
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
は
大
野
会
長
が
参
加

し
、
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

終
始
賑
や
か
に
進
行
し
、最
後
は
、

追
手
門
学
院
歌
を
会
場
の
皆
様
と
一

緒
に
斉
唱
し
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

経営学部　マーケティング学科　2 年　河口　千鶴
心理学部　心 理 学 科　2 年　土江　志歩



国際交流教育センターから2010年度秋学期交換受入留学生来学のお知らせ

2010 年度海外研修プログラム体験記2010 年度海外研修プログラム体験記
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私
が
中
国
語
現
地
演
習
に

参
加
し
た
理
由
は
、
た
だ
海
外

の
寮
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と

い
う
憧
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
た
。
現
地
演
習
に
行
く
前

は
、
正
直
中
国
の
印
象
は
私
の

中
で
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
申

し
込
み
の
寸
前
ま
で
こ
の
留

学
に
参
加
す
る
こ
と
を
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
中
国
へ
行
っ
て
、
自
分
の

思
っ
て
い
た
印
象
と
ず
い
ぶ

秋学期に 11 名の交換留学生が来学しています。ぜひ、積極的に交流してください。

す
が
、
留
学
で
得
た
大
切
な
友

達
や
、
中
国
で
の
多
く
の
経
験

は
何
物
に
も
代
え
が
た
く
、
今

で
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
宝

物
で
す
。
こ
の
留
学
を
き
っ
か

け
に
、
も
っ
と
中
国
の
こ
と
を

知
り
、
中
国
語
を
話
せ
る
よ

う
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ん
違
っ
て
い
て
、
す
ご
く
驚
き

ま
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、
親
切

で
優
し
い
中
国
人
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
私
に
と
っ
て
中

国
人
の
印
象
は
言
語
の
発
音

的
に
も
少
し
性
格
が
強
そ
う

で
、
近
寄
り
が
た
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は

す
ご
く
優
し
く
親
切
な
人
ば

か
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
食
べ

物
も
予
想
以
上
に
美
味
し
く
、

留
学
中
食
べ
物
で
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で

も
、
中
国
の
料
理
で
有
名
な
小

籠
包
を
焼
い
た
、『
生
煎
』
と

い
う
料
理
が
非
常
に
美
味
し

く
、
日
本
に
帰
国
し
た
今
で
も

食
べ
た
く
な
る
ほ
ど
、
や
み
つ

き
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
の
大
学
で
日
本

語
を
学
ん
で
い
る
中
国
人
学

生
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
に
留
学

し
た
経
験
も
な
い
彼
ら
の
日

本
語
を
話
す
能
力
は
非
常
に

高
い
こ
と
に
感
心
し
、
ま
た
、

自
分
た
ち
の
勉
強
す
る
姿
勢

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
留
学
で
、
語
学
力
を
伸

ば
せ
た
か
と
い
う
と
全
然
で

私
は
た
だ
留
学
に
対
す
る

憧
れ
、
そ
し
て
英
語
に
興
味
が

持
て
る
何
か
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
い
い
、
と
い
う
思
い
か
ら

バ
ン
ク
ー
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族

と
の
時
間
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
毎
日
の

出
来
事
を
話
し
た
り
、
子
供
と

遊
ん
だ
り
、
家
族
旅
行
す
る
機

会
も
あ
り
ま
し
た
。
親
戚
や
、

と
が
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま

し
た
。
将
来
英
語
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
自
ら
思
い
、
絶

対
に
ま
た
留
学
す
る
と
い
う

目
標
も
で
き
、
や
っ
と
ス
タ
ー

ト
が
き
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
後
は
そ
れ
に
向
け
て
知

識
と
実
践
力
を
身
に
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
。

他
国
の
留
学
生
と
も
仲
良
く

な
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に

い
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
会
話
を
す
る
上
で
単
語

を
繋
げ
た
だ
け
の
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
先
生
も
家
族
も

理
解
し
よ
う
と
耳
を
傾
け
て

く
れ
て
、
こ
ち
ら
が
理
解
で
き

な
く
て
も
簡
単
に
言
い
直
し

て
く
れ
ま
し
た
。

一
ヶ
月
足
ら
ず
の
短
い
期

間
で
し
た
が
、
日
本
と
の
違
い

に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
バ
ス
は
来

な
い
し
、
さ
す
が
に
一
時
間
く

ら
い
待
っ
た
と
き
は
何
て
適

当
な
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
習
慣
だ
と
受
け
入
れ
て

み
れ
ば
、
案
外
日
本
よ
り
の
ん

び
り
生
活
が
で
き
、
何
よ
り
も

現
地
の
人
の
心
が
本
当
に

あ
っ
た
か
い
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

一
つ
だ
け
悔
し
か
っ
た
こ

と
が
、
家
族
や
親
戚
み
ん
な
が

笑
っ
て
い
る
と
き
、
一
緒
に
笑

え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
っ
と
聞
き
取
り
が
で
き

て
い
た
ら
、
伝
え
る
能
力
が
あ

れ
ば
と
今
で
も
思
い
ま
す
。
し

か
し
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
こ

◆グジャラート大学（インド） ◆バルドスタ州立大学（アメリカ） ◆ヨーロピアンビジネススクール（イギリス）
Ms.Riddhi Bhatia（リディ・バーティア） Mr.Derek Buchman（デレク・ブックマン） Ms.Julia Frankenius（ジュリア・フランケニウス）
Ms.Urvija Shah（ウルイジャ・シャー） （2010 年 9 月 13 日から約３ヶ月間） Ms.Lucero Inhara Ortiz Toledo（ルセロ・イナラ・オルティーズ・トレド）

（2010 年 10 月 27 日から約３ヶ月間） Mr.Kyle Hamilton（カイル・ハミルトン） Ms.Maja Risovic（マヤ・リソヴィッチ）
◆サンシャインコースト大学（オーストラリア） （2010 年 9 月 14 日から約 4 ヶ月間） （2010 年 9 月 13 日から約４ヶ月間）

Ms.Zoe Barber（ゾーイ・バーバー） ◆フェリス州立大学（アメリカ） ◆南京大学（中国）
（2010 年 9 月 13 日から約４ヶ月間） Mr.Kevin Cuppett（ケヴィン・クペット） さん（チン・テイテイ）

◆スノーカレッジ（アメリカ） （2010 年 9 月 13 日から約４ヶ月間） （2010 年 3 月 26 日から約１年間）
Ms.Brooke Dabel（ブルック・デイブル）

（2010 年 9 月 13 日から約４ヶ月間）

中
国
語
現
地
演
習
体
験
記

国
際
教
養
学
部 

ア
ジ
ア
学
科 

二
年

山
本　

悠

カ
ナ
ダ
現
地
演
習
体
験
記

 

国
際
教
養
学
部 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

二
年

渡
辺　

真
理
子
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度

春
学
期
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学
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業
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パ
ー
テ
ィ
ー

二
〇
一
〇
年
度

春
学
期
末
学
位
授
与
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並
び
に

                 

卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

特
別
公
開
講
座

「
お
う
て
も
ん
塾
」

上
海
万
博

追
手
門
学
院
ウ
ィ
ー
ク
開
催

上
海
万
博

追
手
門
学
院
ウ
ィ
ー
ク
開
催

大阪城スクエア セミナー・講演会のご案内大阪城スクエア セミナー・講演会のご案内
大阪城スクエアでは次のような講座等の参加者を募集中
◆１月29日　15：00～ 16：30 入場無料
第３回文章表現コンクール『青が散る』Award 表彰記念イベント
三田誠広 講演会「考えることと書くこと」
お申込みは　aogachiru@wave-int.co.jp
お問い合せは教育研究所072-641-9659まで
◆１月23日　14：00～ 17：00参加費 500円
日本ペンクラブ・追手門学院共催セミナー
「電子書籍と図書館―日本ペンクラブと日本図書館協会の意見」
◆２月26日　開講10：30～ 12：00（全３回）
受講料2,000円
「城を楽しむ」講師：城跡探訪家　花田 知三冬氏
※受講料は天守閣見学料を含む

お申し込み・お問い合せは大手前センター06-6942-2788まで
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九
月
二
十
八
日
㈫
、
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
、
本
学
一
号
館
三
階
会

議
室
五
に
て
、
二
〇
一
〇
年
度
春
学

期
末
学
位
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
歌
斉
唱
後
、
落
合
学

長
か
ら
、
学
部
卒
業
生
四
十
五
名
を

代
表
し
て
五
学
部
八
学
科
の
代
表
者

そ
れ
ぞ
れ
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、

そ
の
後
、
落
合
学
長
か
ら
式
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
卒
業
生
へ

大
野
教
育
後
援
会
会
長
か
ら
は
バ
ー

バ
リ
ー
名
刺
入
れ
、
平
野
校
友
会
会

長
か
ら
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
林
田
卒

業
生
保
護
者
の
会
会
長
か
ら
は
筆
記

具
が
贈
呈
さ
れ
、
滞
り
な
く
式
は
終

了
し
ま
し
た
。

学
位
授
与
式
終
了
後
、
場
所
を
食

堂
棟
二
階
に
移
し
、
午
前
十
一
時

三
十
分
よ
り
、
教
育
後
援
会
主
催
の

卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
落

合
学
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
黒
瀬
副
会

長
の
乾
杯
で
会
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
教
職
員
、
来
賓

等
多
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
司
会
・
進
行
役
の
荒
木

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
、
名
残
惜
し

み
つ
つ
、
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
三

年
間
を
国
際
交
流
推
進
年
と
し
、

様
々
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
上
海
万
博

に
大
学
と
し
て
参
加
し
、
八
月

三
十
一
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
、
日

本
産
業
館
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
テ
ー
ジ
で
、

中
国
か
ら
の
留
学
生
を
司
会
者
と

し
、
学
院
関
係
者
の
出
演
で
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
大
学
の
ク

ラ
ブ
で
は
、
少
林
寺
拳
法
部
、
吹
奏

楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
中

国
武
術
部
が
演
技
を
披
露
し
ま
し

た
。
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
合

わ
せ
、
多
く
の
学
生
が
、
国
際
交
流
・

日
中
友
好
・
異
文
化
理
解
を
め
ざ
し

て
現
地
で
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
本

会
か
ら
は
こ
の
記
念
事
業
に
協
力
金

を
拠
出
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
公
開
講
座
、
追
手
門
学
院
大

学
社
会
人
教
室
「
お
う
て
も
ん
塾
」

が
第
二
期
ま
で
、学
院
施
設
で
あ
る
、

大
阪
城
ス
ク
エ
ア
に
て
、
一
期
全
六

回
の
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
期
は
、
五
月
十
九
日
㈫
か
ら

六
月
二
十
二
日
㈫
ま
で
、
国
際
教
養

学
部
の
「
外
国
語
イ
ン
ト
ロ
講
座
～

ア
ジ
ア
の
こ
と
ば
編
～
」
と
題
し
、

前
年
度
好
評
だ
っ
た
企
画
の
第
二
弾

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
語

が
話
せ
た
ら
と
お
考
え
の
方
、
英
語

以
外
の
外
国
語
も
や
っ
て
み
た
い
、

ど
の
外
国
語
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か

迷
っ
て
い
た
な
ど
、
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
と
し
て
、ペ
ル
シ
ア
語
、

タ
ミ
ル
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
タ
イ
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
、
上
海
の
こ
と
ば
に

つ
い
て
、
イ
ン
ト
ロ
講
座
で
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
期
は
、
十
月
五
日
㈫
か
ら
十
一

月
十
六
日
㈫
ま
で
、心
理
学
部
の「
日
々

を
快
適
に
生
き
る
た
め
の
心
理
学
」
と

題
し
、
心
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
身
体

の
健
康
や
人
間
関
係
、
人
と
環
境
と
の

関
わ
り
も
含
め
、
心
理
学
部
の
先
生
方

と
日
常
生
活
の
不
快
感
や
ス
ト
レ
ス
を

い
か
に
低
減
し
、
快
適
な
日
常
を
過
ご

す
か
を
考
え
ま
し
た
。

各
期
の
最
終
講
で
、
全
六
回
受
講

さ
れ
た
方
に
は
、
大
学
か
ら
修
了
証

が
発
行
さ
れ
、
落
合
学
長
よ
り
、
一

人
一
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
一
般
の
方
に
も
無

料
で
開
講
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
。
第
三
期
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
同
封
の
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
全
六
回
の
う
ち
、
興
味
の
あ
る

一
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。



保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
・
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
七
月
一
〇
日
㈯

教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

交
付
式
挙
行

二
〇
一
〇
年
度
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前
学
長

　

鈴
木　

多
加
史

前
経
営
学
部
教
授

　

真
庭　

功

前
心
理
学
部
教
授

　

西
川　

喜
朗

前
社
会
学
部
教
授

　

矢
谷　

慈
國

前
社
会
学
部
教
授

　

吉
田　

正

前
社
会
学
部
教
授

　

見
正　

秀
基

（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
付
）

教
育
後
援
会
と
大
学
と
の
共
催
に

よ
り
、「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
講

演
会
」
を
、
七
月
二
十
四
日
㈯
、
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
、
追
手
門
学
院

大
阪
城
ス
ク
エ
ア
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
「
最
新
！
企
業
採
用
選

考
法
～
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
っ
て
何
～
」
と
題
し
、
講
師

に
就
職
支
援
団
体【
就
活
ワ
ー
ク
ス
】

主
宰
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
代
表
取
締
役 

神
瀬
邦
久
氏
に

よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
午
後
三
時
三
十
分
か
ら

個
人
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
一
～
三
年
生
の
保
護
者

を
対
象
と
し
て
、
来
る
二
〇
一
一
年

一
月
二
十
二
日
㈯
に
、「
保
護
者
の

た
め
の
就
職
講
演
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
終
了
後
に
は
、
個
別
に
就

職
・
進
路
個
人
相
談
も
行
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、別
途
郵
送
の
案
内
状（
一

～
三
年
生
の
保
護
者
に
郵
送
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
参
加
い
た

だ
く
た
め
に
は
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
」
を

午
後
二
時
よ
り
、
大
学
五
三
〇
一

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
教
室
に
て
開
催
し
、

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー 

精
神
・
神

経
科
部
長
の
髙
宮
静
雄
先
生
よ
り
、

『
診
察
室
か
ら
み
た
大
学
生
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
保
護
者
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
』
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
診
察
室
で
の
経
験
を
通

し
て
、
現
代
の
大
学
生
と
保
護
者
が

直
面
す
る
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の

問
題
と
、
そ
れ
に
対
し
て
保
護
者
に

何
が
で
き
る
の
か
を
会
員
の
皆
様
と

一
緒
に
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。

経
営
学
部
教
授

　

梶
原　

晃（
か
じ
わ
ら　

あ
き
ら
）

経
営
学
部
准
教
授

　

原
田　

章
（
は
ら
だ　

あ
き
ら
）

国
際
教
養
学
部
准
教
授

　

磯
貝　

健
一（
い
そ
が
い　

け
ん
い
ち
）

心
理
学
部
講
師

　

河
﨑　

美
保（
か
わ
さ
き　

み
ほ
）

心
理
学
部
教
授
（
任
用
期
限
付
）

　

松
野　

凱
典（
ま
つ
の　

か
つ
の
り
）

（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
付
）

2010度大学行事予定
12 月 1・2 日 ３年第８回就職ガイダンス

6 日
４年第４回秋学期キャリアガイダンス（A）

２年第９回秋学期キャリアガイダンス（A・B）

7 日 ２年第９回秋学期キャリアガイダンス（C）

9 日 ３年第３回就職模擬テスト

12 日 公募制推薦入試Ｂ日程

13 日 ２年第 10 回秋学期キャリアガイダンス（A・B）

14 日

４年第４回秋学期キャリアガイダンス（B）

２年第 10 回秋学期キャリアガイダンス（C）

１年第３回キャリアガイダンス

17 日 公募制推薦入試Ｂ日程合格発表

19 日 入試直前相談会

21 日 １年第４回キャリアガイダンス

23 日 冬期休業開始（1/6 まで）

24 日 秋学期集中講義（1/6 まで）

1 月 13・14 日 ３年第９回就職ガイダンス

15・16 日 大学入試センター試験

22 日 保護者のための就職講演会・相談会

25 日 秋学期授業終了

26・27 日 秋学期補講

28 日 秋学期末試験開始（2/12 まで）

2 月 5・6 日 一般入試Ａ日程

7・8 日 一般入試Ｓ日程

12 日

大学院第２期入試（全専攻）

大学院博士後期課程入試（経済学・経営学）

大学院社会人入試
（経済学・経営学・社会学・中国文化・英文学）
大学院外国人留学生入試（社会学・中国文化）

14 日 ３年第 10 回就職ガイダンス

15 日 ３年春期学内企業説明会（2/23 まで）

18 日

一般入試Ａ日程合格発表

一般入試Ｓ日程合格発表

大学入試センター試験利用入試Ａ日程合格発表

大学院入学試験合格発表（2/12 実施分）

3 月 1 日 学部４年・大学院２年成績交付

3 日 学部１年～３年・大学院１年成績発表
（UNIVERSAL PASSPORT にて公開）

4 日 一般入試Ｂ日程、論文入試Ｂ日程

11 日

卒業者発表

一般入試Ｂ日程、論文入試Ｂ日程合格発表

大学入試センター試験利用入試Ｂ日程合格発表

23 日 学位授与式並びに卒業謝恩パーティー

25 日 春期休業開始（3/29 まで）

30 日 新３・新４年生オリエンテーション

31 日
新２年生オリエンテーション

教職等資格オリエンテーション

名
誉
教
授
称
号
授
与

新
任
教
員
紹
介

二
〇
一
〇
年
度
「
追
手
門
学
院
大

学
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金
」
交
付

式
が
、
春
学
期
、
秋
学
期
に
挙
行
さ

れ
、
二
十
名
の
学
生
に
奨
学
金
が
給

付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
、
教
育
後
援
会
の

資
金
を
も
っ
て
創
設
し
、
修
学
の
熱

意
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
へ
の
援

助
を
目
的
と
し
、
給
付
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
も
よ

り
一
層
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
か
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。


